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豊島岡女子学園・理科化学問題のくわしい解説

すぐる学習会

平成22年第１回

２ 問題を解く前に，問題文を読んでわかることを分析し整理しましょう。

水や水溶液 1ｇを 1℃上昇させるのに必要な熱を，1カロリーとします。

たとえば，水溶液 5ｇを 2℃上昇させるのに必要な熱は，5×2＝ 10 (カロリー)です。

この問題では，水酸化ナトリウムの固体 2ｇを水に溶かして 100ｇの水酸化ナトリウ

ム水溶液にすると，温度が 5℃上昇しました。

発生した熱は，100×5＝ 500（カロリー）です。

よって，2ｇの水酸化ナトリウムの固体が水に溶けると，500 カロリーの熱が発生す

ることがわかりました。 2で割って簡単にすると，

1ｇの水酸化ナトリウムの固体が水に溶けると，250カロリーの熱が発生する

となります。これを利用して，問題を解いていきます。

(1) 1ｇの水酸化ナトリウムの固体なら 250 カロリーの熱が発生するのですから，3ｇ

の水酸化ナトリウムの固体なら，250×3＝ 750（カロリー）の熱が発生します。

50ｇの水溶液にしたのですから，750÷50＝ 15（℃）上昇しました。

(2) 何ｇにしてもできますが，水酸化ナトリウムの固体が 12ｇあったとします。

1ｇの水酸化ナトリウムの固体なら 250カロリーの熱が発生するのですから，12ｇ

の水酸化ナトリウムの固体なら，250×12＝ 3000（カロリー）の熱が発生します。

温度は 12 ℃上昇したのですから，3000÷12＝ 250（ｇ）の水溶液ができました。

右のようなビーカー図になります。

12÷250＝ 0.048ですから，答えは4.8％です。

(3) グラフは，Ｂの温度になってから徐々に下がっています。

徐々に下がっているのは，水溶液の温度よりもまわりの空気の温度の方が低いの

で，だんだんまわりの空気の温度に近づいていくためです。

Ｂの温度になるまでの時間にも，徐々に温度が下がっていたと考えられます。

よってもし熱が徐々に下がらなかったとしたら，水溶液の温度はＢよりももっと

温度が高いＡの温度であったと考えられます。

250ｇ

12ｇ
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次に(4)の問題を解く前に，「 2％の水酸化ナトリウム水溶液 100ｇとＸ％の塩酸 100

ｇが過不足なく反応して，水溶液の温度が 3.5 ℃上昇した」という文をしっかり分析

し整理しましょう。

温度が上昇した理由は，水酸化ナトリウムの固体が水に溶けたからではありませ

ん（すでに水に溶けています）。

アルカリ性の水酸化ナトリウム水溶液と，酸性の塩酸とが過不足なく反応（完全

中和）して，「中和熱」が発生したから，温度が上がったのです。

水酸化ナトリウム水溶液は 100ｇで塩酸は 100ｇですから，合計 100＋100＝ 200

（ｇ）あります。

この水溶液の温度が 3.5℃上昇したのですから，200×3.5＝ 700（カロリー）の熱が

発生しました。

水酸化ナトリウム水溶液は 2％で 100ｇありますから，100×0.02＝ 2（ｇ）の水酸

化ナトリウムの固体が溶けています。

Ｘ％の塩酸 100ｇには，Ｘｇの塩化水素が溶けています。

よって，2ｇの水酸化ナトリウムの固体とＸｇの塩化水素が完全中和して，700カ

ロリーの熱が発生したことになります。

を利用して，(4)の問題を解きます。

(4) 2 ％の水酸化ナトリウム水溶液 200ｇには，200×0.02＝ 4（ｇ）の水酸化ナトリウ

ムの固体が溶けています。

Ｘ％の塩酸 300ｇには，「Ｘの 3倍」の塩化水素が溶けています。

よって右の反応式のようになって

います。

倍率の小さい方にそろえるので

右の反応式のようになり，発生す

る熱は 700×2＝ 1400（カロリー）

です。

水酸化ナトリウム水溶液は 200ｇ，塩酸は 300ｇあるのですから，合わせて，

200＋300＝ 500（ｇ）あります。

1400 カロリーの熱が発生したのですから，水溶液の温度は 1400÷500＝ 2.8（℃）

上昇することになります。

水酸化ナトリウム ＋ 塩化水素 食塩

2 ｇ Ｘ ｇ 700カロリー

水酸化ナトリウム ＋ 塩化水素 食塩

2 ｇ Ｘ 700カロリー

2倍

4 ｇ 「Ｘの3倍」

2倍

「Ｘの2倍」

2倍

1400カロリー

水酸化ナトリウム ＋ 塩化水素 食塩

2 ｇ Ｘ 700カロリー

2倍

4 ｇ 「Ｘの3倍」

3倍
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(5) 水酸化ナトリウムの固体 1ｇが水に溶けると，次のように熱が発生します。

1ｇの水酸化ナトリウムの固体が水に溶けると，250カロリーの熱が発生する

また，右の図のような中和で発

生する熱もあります。

この問題では，水酸化ナトリウムの固体 1ｇと濃度Ｘ％の塩酸99ｇがありました。

Ｘ％の塩酸 99ｇには，「Ｘの 0.99倍」の塩化水素が溶けています。

よって，右の反応式のようにな

ります。

倍率の小さい方に合わせるので，

右の反応式のようになり，発生す

る熱は，700×0.5＝ 350（カロリー）

になります。

結局，水酸化ナトリウムの固体が溶けるときに 250カロリー発生し，中和のとき

に 350カロリー発生するのですから，合わせて 250＋350＝ 600（カロリー）発生しま

す。

水溶液の重さは，水酸化ナトリウムの固体 1ｇと塩酸 99ｇを合わせた重さになる

ので，1＋99＝ 100（ｇ）です。

100ｇの水溶液に 600カロリーの熱が発生したのですから，600÷100＝ 6（℃）上昇

することになります。

水酸化ナトリウム ＋ 塩化水素 食塩

2 ｇ Ｘ ｇ 700カロリー

水酸化ナトリウム ＋ 塩化水素 食塩

2 ｇ Ｘ 700カロリー

0.5倍

1 ｇ 「Ｘの0.99倍」

0.5倍

「Ｘの0.5倍」

0.5倍

350カロリー

水酸化ナトリウム ＋ 塩化水素 食塩

2 ｇ Ｘ 700カロリー

0.5倍

1 ｇ 「Ｘの0.99倍」

0.99倍


